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１　

は
じ
め
に

　

企
業
活
動
の
国
際
化
、
国
際
競
争
の
激
化
、

日
本
へ
の
観
光
客
の
増
加
な
ど
、
経
済
活
動

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な
っ
て
企
業
に
お

け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
活
用
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
で
は
留
学

生
三
〇
万
人
計
画
が
打
ち
出
さ
れ
た
が
、
諸

外
国
で
も
優
れ
た
留
学
生
の
獲
得
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
育
つ
留
学
生
の
獲
得
競

争
も
激
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

外
国
人
の
高
度
人
材（
２
）
は
、
企
業
活
動

の
国
際
化
に
対
応
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
閉

鎖
的
と
い
わ
れ
る
日
本
企
業
の
中
に
新
た
な

刺
激
を
も
た
ら
す
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
本
経
済
を
再
生
す
る
た
め
に
、

研
究
開
発
な
ど
の
分
野
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
人
材
と
し
て
外
国
人
の
高
度
人
材
を
採
用

す
る
動
き
も
あ
る
。

　

我
が
国
で
は
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
、
高
度
人
材
は
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
単
純
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
国
内

の
労
働
市
場
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
慎
重
に

対
応
す
る
と
い
う
方
針
を
と
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
下
で
、
企
業
に
お
け
る
人
材
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
議
論
で
は
、
海
外
か

ら
人
材
の
受
け
入
れ
と
活
用
・
日
本
人
の
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
活
用
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
、
あ
る
い
は
企
業
活
動
の

活
性
化
の
た
め
、
高
度
外
国
人
材
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
企
業
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
高
度
外
国
人
材

を
既
に
受
け
入
れ
て
い
る
企
業
は
ど
の
よ
う

な
企
業
な
の
か
、
彼
ら
の
定
着
や
能
力
を
発

揮
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
日
本
で
働
く
高

度
外
国
人
材
自
身
は
今
後
の
働
き
方
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
日
本
企

業
の
雇
用
慣
行
が
高
度
外
国
人
材
の
活
用
の

障
害
に
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
こ

の
小
論
で
は
、
海
外
か
ら
の
人
材
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
が

二
〇
一
三
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
き
た
い（
３
）。

も
と
も
と
こ
の
調
査
は
高
度
外
国
人
材
の
ポ

イ
ン
ト
制
導
入
の
効
果
に
関
す
る
項
目
が
多

か
っ
た
の
で
、
高
度
外
国
人
材
の
就
業
行
動

を
検
討
す
る
際
に
必
要
な
情
報
を
す
べ
て
得

る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、

一
次
接
近
と
し
て
結
果
を
整
理
す
る
こ
と
も

あ
な
が
ち
無
駄
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

２　

企
業
に
お
け
る
高
度
外
国
人
材

の
採
用
と
活
用

（
１
）
高
度
外
国
人
材
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

　

厚
生
労
働
省
「
外
国
人
雇
用
状
況
」
に
よ

れ
ば
、
高
度
人
材
に
該
当
す
る
専
門
的
・
技

術
的
分
野
の
在
留
資
格
の
外
国
人
労
働
者
数

は
、
平
成
二
〇
年
の
八
万
四
八
七
八
人
か
ら

平
成
二
五
年
の
一
三
万
二
五
七
一
人
へ
と
、

約
四
・
八
万
人
増
加
し
て
い
る
。
外
国
人
労

働
者
数
全
体
の
う
ち
専
門
的
・
技
術
的
分
野

の
在
留
資
格
の
外
国
人
労
働
者
数
の
比
率
は
、

平
成
二
〇
年
の
約
一
七
％
か
ら
、
平
成
二
五

年
の
約
一
八
・
五
％
へ
と
、
約
一
・
五
％
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

　

外
国
人
の
受
け
入
れ
は
ど
れ
だ
け
の
経
済

効
果
が
あ
る
の
か
。
内
閣
府
『
経
済
財
政
白

書
』（
二
〇
〇
八
）
は
、
海
外
か
ら
の
労
働
者

の
受
け
入
れ
に
よ
る
経
済
成
長
へ
の
寄
与
を

計
測
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
英
国
に
お
け

る
外
国
人
労
働
力
の
経
済
成
長
の
寄
与
率
は

二
〇
〇
六
年
で
約
一
五
～
二
〇
％
に
相
当
す

る
と
し
て
い
る
。

　

我
が
国
が
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
と
い
う

方
針
を
と
っ
て
い
る
高
度
人
材
で
は
あ
る
が
、

い
く
つ
か
の
障
壁
が
あ
る
た
め
、
思
う
よ
う

に
進
ん
で
い
な
い
。
内
閣
府
『
経
済
財
政
白

書
』（
二
〇
一
〇
）
に
よ
る
と
、
日
本
に
お
け

る
人
材
調
達
環
境
に
つ
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
す
る
上
で
確
保
が
難
し
い
人
材
は
、
語
学

堪
能
者
、
技
術
職
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
管
理
職

な
ど
で
あ
る
。
日
本
は
ア
ジ
ア
周
辺
国
に
比

べ
て
人
材
調
達
コ
ス
ト
が
高
く
、
ま
た
、
語

学
ス
キ
ル
や
大
学
教
育
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教

育
の
質
に
対
す
る
評
価
が
低
い
。
さ
ら
に
、

高
度
な
人
材
を
海
外
か
ら
獲
得
す
る
可
能
性

は
米
英
独
仏
中
の
各
国
よ
り
低
い
と
し
て
い

る
。
内
閣
府『
経
済
財
政
白
書
』（
二
〇
一
一
）

で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
業
務
を
展
開
す
る
企

業
を
は
じ
め
と
し
て
、
外
国
人
幹
部
の
ニ
ー

ズ
は
高
い
も
の
の
、
実
際
の
登
用
は
追
い
つ

い
て
い
な
い
こ
と
、そ
の
最
大
の
要
因
が「
日

本
人
社
員
の
語
学
力
不
足
」
で
あ
る
こ
と
、

海
外
進
出
企
業
、
知
識
集
約
型
企
業
で
は
、

そ
う
で
な
い
企
業
に
比
べ
て
、
日
本
の
大
学

院
を
修
了
し
た
外
国
人
の
採
用
を
増
や
す
意

向
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
企
業
レ
ベ
ル
で
高
度
外
国
人
材
を

活
用
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

効
果
的
な
の
か
。
富
士
通
総
研（
二
〇
一
〇
）

（
４
）
に
よ
れ
ば
、
企
業
が
高
度
外
国
人
材
の

定
着
の
た
め
の
施
策
の
う
ち
、「
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
施
策
」、「
高
度
外
国
人
材
や
家

族
の
日
本
で
の
生
活
支
援
」、「
業
績
に
見

合
っ
た
報
酬
制
度
」、「
個
人
の
希
望
に
そ
っ

た
異
動
の
促
進
」
な
ど
が
効
果
的
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

塚
﨑
（
二
〇
〇
八
）（
５
）
で
は
、
日
本
で

働
く
専
門
的
、
技
術
的
分
野
の
外
国
人
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

言
語
的
障
壁
、
文
化
の
違
い
以
外
に
も
、
会

社
人
間
的
生
き
方
、
非
効
率
性
、
集
団
主
義
、

年
功
・
序
列
重
視
、
排
他
性
と
い
っ
た
障
害

が
あ
り
、
日
本
で
働
く
こ
と
を
魅
力
的
で
な

く
し
て
お
り
、
職
業
キ
ャ
リ
ア
の
展
開
の
視

点
を
も
踏
ま
え
た
取
り
組
み
や
環
境
整
備
が
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必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
村
上

（
二
〇
一
〇
）
で
は
、
日
本
で
働
く
外
国
人

自
然
科
学
研
究
者
・
技
術
者
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、
科
学

者
・
技
術
者
の
国
際
移
動
に
は
、
報
酬
の
ほ

か
に
個
人
お
よ
び
所
属
す
る
組
織
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
政
府
の
政
策
も
影
響
し
、
仕
事

を
す
る
環
境
も
移
動
の
誘
因
と
な
っ
て
い
る

と
論
じ
て
い
る
。

　

産
業
別
の
研
究
は
、た
と
え
ば
、松
下
（
二

〇
一
一
）（
６
）
で
は
、
日
本
の
Ｉ
Ｔ
産
業
の

水
準
が
海
外
よ
り
低
く
、
外
国
人
が
携
わ
る

こ
と
が
で
き
る
業
務
に
制
限
が
あ
る
こ
と
、

ス
キ
ル
と
は
別
に
、
昇
進
の
「
ガ
ラ
ス
の
天

井
」、
制
度
や
慣
習
上
の
壁
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
（
ビ
ッ

グ
ベ
ン
ダ
ー
）
の
下
に
重
層
的
な
下
請
け
構

造
が
作
ら
れ
て
お
り
、
日
本
企
業
の
採
用
シ

ス
テ
ム
が
日
本
の
教
育
機
関
以
外
の
出
身
者

に
対
し
て
狭
い
な
ど
の
問
題
が
障
害
に
な
っ

て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

日
本
の
企
業
が
採
用
す
る
高
度
外
国
人
材

の
多
く
が
、
日
本
へ
の
留
学
生
で
あ
る（
７
）。

諸
外
国
の
状
況
に
つ
い
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
二
〇

〇
七
）（
８
）
を
み
る
と
、 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国

に
お
け
る
留
学
生
数
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
四

〇
％
増
加
し
て
お
り
、
経
済
活
動
に
お
け
る

知
的
分
野
の
拡
大
や
製
造
業
の
海
外
進
出
に

よ
り
、
教
育
レ
ベ
ル
が
高
い
人
材
の
需
要
が

増
加
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
二
〇
〇
九
）
で
は
、
留
学
生
の

受
け
入
れ
が
将
来
の
高
度
人
材
の
拡
大
に
つ

な
が
る
可
能
性
を
分
析
し
て
い
る
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
二
〇
一
二
）で
は
、
高
度
人
材

の
送
り
出
し
に
つ
い
て
ア
ジ
ア
諸
国
の
比
重

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
ア
ジ
ア

か
ら
の
移
民
が
保
健
、
科
学
、
技
術
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
、
数
学
な
ど
の
職
業
分
野
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
雇
用
率
も
他
の
移

民
に
比
べ
て
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

（
二
〇
一
〇
）
に
よ

れ
ば
、
高
技
能
労
働
者
や
専
門
的
労
働
者
の

国
外
移
住
に
よ
っ
て
、
送
出
国
で
は
イ
ノ

ベ
ー
タ
ー
や
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
人

が
喪
失
、
教
育
に
投
資
し
た
資
金
が
無
駄
に

な
り
、
保
健
分
野
で
は
有
資
格
者
の
不
足
に

よ
り
適
切
な
保
健
医
療
と
教
育
を
提
供
で
き

な
く
な
る
な
ど
の
問
題
が
発
生
と
い
う
問
題

が
み
ら
れ
る
と
い
う
。

（
２
）
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

（
ア
）
高
度
外
国
人
材
の
採
用

　

さ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
企
業
の

う
ち
、
過
去
三
年
に
高
度
外
国
人
材
を
採
用

し
た
こ
と
が
あ
る
企
業
は
一
六
・
六
％
、
ま

た
、
三
年
よ
り
前
に
採
用
し
た
こ
と
が
あ
る

企
業
は
九
・
六
％
で
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
高

度
外
国
人
材
を
採
用
し
た
こ
と
が
な
い
企
業

は
七
一
・
二
％
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る

（
Ｎ
＝
一
三
三
八
）。
容
易
に
予
想
さ
れ
る

よ
う
に
、
海
外
展
開
が
進
ん
で
い
る
企
業
ほ

ど
、
海
外
売
上
高
比
率
が
高
い
企
業
ほ
ど
、

高
度
外
国
人
材
の
採
用
実
績
が
あ
る
企
業
の

比
率
が
高
く
な
る
。
乱
暴
な
言
い
方
だ
が
、

モ
ノ
や
カ
ネ
の
国
際
化
が
人
の
国
際
化
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
、
高
度
外
国
人
材
の
雇
用
実
績
は
ど

の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
か
。
こ

こ
で
は
、
恣
意
的
だ
が
、
雇
用
管
理
の
方
針

と
海
外
展
開
の
状
況
の
効
果
に
注
目
し
た
回

帰
分
析
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
採
用
や
雇
用
管

理
の
方
針
に
つ
い
て
「
そ
う
だ
」
等
か
ら
択

一
回
答
し
て
も
ら
っ
た
結
果
を
用
い
た
。
多

重
共
線
性
を
考
慮
し
、
因
子
分
析
に
よ
っ
て

抽
出
さ
れ
た
「
外
国
人
雇
用
方
針
の
因
子
」

「
人
材
の
評
価
・
昇
進
に
関
す
る
因
子
」「
人

材
活
用
に
関
す
る
因
子
」「
能
力
開
発
・
長
期

雇
用
に
関
す
る
因
子
」
と
い
う
四
つ
の
因
子

を
説
明
変
数
と
し
た
。
こ
れ
に
海
外
展
開
に

関
す
る
説
明
変
数
と
し
て
、「
海
外
取
引
な

し
」
を
ベ
ー
ス
に
、「
外
資
系
企
業
ダ
ミ
ー
」

「
海
外
現
地
法
人
ダ
ミ
ー
」「
駐
在
員
ダ

ミ
ー
」「
海
外
取
引
ダ
ミ
ー
」
を
説
明
変
数
に
、

他
に
「
従
業
員
規
模
ダ
ミ
ー
」、「
業
種
ダ

ミ
ー
」
を
説
明
変
数
と
し
て
、
二
項
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
っ
た
（
被
説
明
変

数
は
過
去
に
高
度
外
国
人
材
の
採
用
実
績
あ

り
＝
一
、
な
し
＝
〇
）。

　

図
表
１
は
そ
の
結
果
で
、
有
意
だ
っ
た
変

数
だ
け
を
掲
載
し
た
。
こ
の
う
ち
、
外
国
人

を
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
企
業
（「
外
国

人
雇
用
方
針
の
因
子
」）
や
海
外
取
引
が
な

い
企
業
に
比
べ
て
海
外
展
開
を
進
め
て
い
る

企
業
で
は
、
係
数
の
符
号
が
（
＋
）
で
有
意

な
の
で
、
外
国
人
雇
用
実
績
が
あ
る
の
は
予

想
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
能
力
開
発

を
積
極
に
行
い
、
正
社
員
の
長
期
雇
用
を
維

持
す
る
企
業
（
能
力
開
発
・
長
期
雇
用
の
因

子
）
で
も
外
国
人
の
雇
用
実
績
が
あ
る
。

　

留
学
生
な
ど
を
ま
と
ま
っ
た
人
数
採
用
す

る
企
業
が
話
題
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

実
際
に
高
度
人
材
を
採
用
し
た
人
数
を
み
る

と
、
調
査
回
答
企
業
の
過
去
三
年
の
高
度
外

国
人
材
の
採
用
人
数
の
平
均
は
約
一
人
に
と

ど
ま
っ
て
い
る（
９
）。

（
イ
）
高
度
外
国
人
材
に
期
待
す
る
役
割

　

で
は
、
高
度
外
国
人
材
を
採
用
し
た
企
業

で
は
、
彼
（
女
）
等
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を

期
待
し
て
い
る
の
か
。「
全
体
の
経
営
幹
部
」

図表１　高度外国人材の採用実績の有無に関する回帰分析結果
被説明変数（高度外国人材の採用実績あり =1） 符号条件 有意確率

統
計
的
に
有
意
だ
っ
た 

主
な
説
明

外国人雇用方針の因子 （＋） ***
能力開発・長期雇用の因子 （＋） ***

外資系企業ダミー （＋） ***
海外現地法人ダミー （＋） ***

駐在員ダミー （＋） ***
海外取引ダミー （＋） *

（基準：海外取引なし）

N = 1338、-2 対数尤度 = 500.798、Cox-SnellR2 = 0.322、 NagelkerkeR2 = 0.561

注：他に従業員規模ダミー、業種ダミーを説明変数とした。
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な
ど
五
つ
か
ら
二
つ
ま
で
の
複
数
回
答
で
答

え
て
も
ら
っ
た
。
日
本
企
業
、
合
弁
企
業
、

外
資
系
企
業
に
分
け
て
集
計
し
た
結
果
が
図

表
２
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
企
業
も
「
日
本
人

と
同
様
」
の
役
割
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
多

い
。
日
本
企
業
や
合
弁
企
業
の
場
合
、「
高
度

な
技
術
・
技
能
の
専
門
人
材
」「
海
外
取
引
の

専
門
人
材
」
が
比
較
的
多
く
、
合
弁
企
業
で

は
「
現
地
法
人
の
経
営
幹
部
」
と
な
る
こ
と

を
期
待
す
る
企
業
も
多
い
。
外
資
系
企
業
の

場
合
は
「
日
本
人
と
同
様
」
が
七
割
近
く
あ

る
が
、
そ
れ
以
外
の
回
答
は
や
や
傾
向
が
異

な
る
。
と
く
に
、「
全
体
の
経
営
幹
部
」
の
比

率
が
多
い
が
、
親
会
社
か
ら
役
員
や
管
理
職

と
し
て
派
遣
さ
れ
る
高
度
人
材
も
含
ま
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
解
釈
に
は
注
意
が
必

要
だ
ろ
う（
10
）。

（
ウ
）
高
度
外
国
人
材
に
求
め
る
日
本
語
能
力

　

外
国
人
雇
用
を
考
え
る
上
で
、
日
本
語
能

力
の
問
題
を
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
は
高
度
人
材
で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。

企
業
は
高
度
外
国
人
材
に
ど
こ
ま
で
の
日
本

語
能
力
を
求
め
て
い
る
の
か
。
留
学
生
の
場

合
、
日
本
の
大
学
、
大
学
院
を
終
え
て
い
る

の
で
、
会
話
、
読
解
、
筆
記
な
ど
ほ
と
ん
ど

問
題
な
く
日
本
語
を
こ
な
す
こ
と
が
出
来
る
。

し
か
し
、
海
外
か
ら
高
度
人
材
を
直
接
採
用

す
る
場
合
や
、
親
会
社
か
ら
派
遣
さ
れ
て
く

る
者
も
い
る
の
で
、
比
較
す
る
の
は
容
易
で

は
な
い
。
こ
こ
で
は
一
次
接
近
と
し
て
、「
報

告
書
や
ビ
ジ
ネ
ス
レ
タ
ー
の
文
書
を
作
成
で

き
る
」
な
ど
五
項
目
か
ら
択
一
回
答
し
て
も

ら
っ
た
。
そ
の
結
果
を
日
本
企
業
、
合
弁
企

業
、
外
資
系
企
業
に
分
け
て
集
計
し
た
の
が

図
表
３
で
あ
る
。
日
本
企
業
の
五
九
・
五
％

は
「
報
告
書
や
ビ
ジ
ネ
ス
レ
タ
ー
の
文
書
を

作
成
可
能
」
な
レ
ベ
ル
の
日
本
語
能
力
を
求

め
て
い
る
。
し
か
し
、
合
弁
企
業
や
外
資
系

企
業
は
そ
こ
ま
で
の
日
本
語
能
力
を
求
め
て

い
な
い
。「
日
本
語
で
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
や
り

と
り
が
で
き
る
」
く
ら
い
の
日
本
語
能
力
を

求
め
る
企
業
は
、外
資
系
企
業
の
二
九
・
五
％
、

合
弁
企
業
の
二
四
・
〇
％
、
日
本
企
業
の
一

七
・
九
％
と
い
っ
た
順
に
な
る
。

（
エ
）
昇
進

　

高
度
外
国
人
材
の
採
用
実
績
の
あ
る
企
業

で
は
、
高
度
人
材
の
活
用
の
た
め
に
、「
語
学

力
や
専
門
性
を
活
か
し
た
配
置
」「
職
務
分
担

の
明
確
化
」「
成
果
重
視
の
評
価
・
処
遇
」「
相

談
体
制
の
整
備
」
と
い
っ
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　

高
度
外
国
人
材
が
日
本
企
業
に
定
着
し
な

い
理
由
の
一
つ
に
、
昇
進
の
天
井
（
い
わ
ゆ

る
「
ガ
ラ
ス
の
天
井
」）
が
あ
る
か
ら
と
い

う
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
外
国
人

社
員
の
勤
続
年
数
が
短
く
、
昇
進
す
る
前
に

辞
め
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
い
う
議
論
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
最
高
位

の
外
国
人
社
員
の
職
位
を
回
答
し
て
も
ら
っ

た
。
図
表
４
は
、
日
本
企
業
、
合
弁
企
業
、

外
資
系
企
業
に
分
け
て
集
計
し
て
み
た
結
果

で
あ
る
。
日
本
企
業
で
は
経
営
幹
部
が
二
・

五
％
、
部
長
ク
ラ
ス
が
四
・

九
％
、
課
長
ク
ラ
ス
一
三
・

五
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
合
弁
企
業
で
は
、
経

営
幹
部
が
八
・
〇
％
、
部
長

ク
ラ
ス
が
八
・
〇
％
、
課
長

ク
ラ
ス
が
三
二
・
〇
％
、
さ

ら
に
、
外
資
系
企
業
で
は
、

経
営
幹
部
が
四
一
・
九
％
、

部
長
ク
ラ
ス
が
七
・
〇
％
、

課
長
ク
ラ
ス
が
一
八
・
六
％

と
な
っ
て
い
る（
11
）。

３　

高
度
外
国
人
材

の
就
業
行
動

　

さ
て
、
こ
こ
で
取
り
上
げ

て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

企
業
な
ど
の
人
事
担
当
者
を

通
じ
て
高
度
外
国
人
材
ご
本

人
に
も
調
査
票
を
配
布
し
て

い
た
だ
い
た（
12
）。

（
１
）
属
性

　

回
答
者
の
主
な
属
性
は
図

表
５
の
通
り
で
あ
る
。

図表２　高度外国人材に期待する役割

図表３　高度外国人材に求める日本語能力

図表４　最高位の高度外国人材の職位
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男
性
が
二
／
三
、
三
〇
歳
代
が
四
割
、
中

国
出
身
者
が
半
数
以
上
、
大
学
学
部
卒
が
四

割
、
日
本
の
学
校
卒
業
者
が
七
割
、
既
婚
者

が
二
／
三
、
配
偶
者
が
日
本
人
と
い
う
者
が

二
割
、
勤
務
先
の
業
種
は
製
造
業
が
四
割
、

従
業
員
規
模
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
一
／
三
、

一
般
社
員
が
二
／
三
。
勤
続
年
数
五
年
未
満

が
五
割
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　

留
学
経
験
者
が
多
い
が
、
企
業
の
高
度
外

国
人
材
の
採
用
の
仕
方
―
留
学
生
の
採
用
が

多
い
―
と
い
う
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
属
性
だ
け
み
る
と
、
配
偶
者
が
日
本
人

で
あ
る
な
ど
、
日
本
に
何
ら
か
の
関
係
を
持

た
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
日
本
に
留
ま
る
誘
因

に
な
ら
な
い（
13
）
と
い
え
る
状
況
も
否
定
は

で
き
な
い
。

　

個
人
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
を
見
る
と
、

大
学
・
大
学
院
で
学
ん
だ
専
門
や
語
学
力
を

活
か
す
こ
と
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
プ
ラ
ス

に
な
る
こ
と
、
仕
事
内
容
を
重
視
し
て
現
在

の
仕
事
を
選
ん
で
い
る
。
ま
た
、
日
本
で
の

転
職
経
験
に
つ
い
て
見
る
と
、「
転
職
経
験
あ

り
」
が
三
割
、
業
種
で
は
、「
金
融
・
保
険
」

「
不
動
産
」「
医
療
、
福
祉
」「
情
報
通
信
」「
教

育
、学
習
支
援
」
が
、従
業
員
規
模
で
は
、「
一

〇
〇
人
未
満
」「
三
〇
〇-

五
〇
〇
人
」「
一
〇

〇
〇-

五
〇
〇
〇
人
」
が
、
大
学
・
大
学
院

の
専
攻
分
野
別
で
は
、「
文
系
」よ
り「
理
系
」

の
方
が
、仕
事
別
で
は「
金
融
関
係
」「
通
訳
」

「
教
育
」「
研
究
」「
シ
ス
テ
ム
開
発
」「
生
産
」

な
ど
で
転
職
経
験
者
の
比
率
が
高
い
。

　

さ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
載
事
項
を
も
と

に
高
度
人
材
三
一
九
人
の
日
本
で
の
経
歴
を

整
理
し
た
結
果
が
図
表
６
で
あ
る
。
現
職
の

勤
務
先
企
業
の
属
性
は
、
日
本
企
業
が
二
六

九
人
（
八
四
・
三
％
）、
外
資
系
企
業
が
四

二
人
（
一
三
・
一
％
）、
不
明
が
八
人
（
二
・

五
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

調
査
票
の
制
約
も
あ
り
日
本
に
入
国
後
の

経
歴
に
限
ら
れ
る
が
、
大
ま
か
に
い
え
ば
、

日
本
の
学
校
の
卒
業
者
が
二
二
八
人
（
回
答

者
全
体
の
七
一
・
五
％
、
以
下
同
じ
）、
海

外
の
学
校
の
卒
業
者
が
九
一
人
（
二
八
・

五
％
）
で
あ
る
。
日
本
の
学
校
を
卒
業
し
た

者
の
う
ち
、
転
職
経
験
の
あ
る
者
が
一
九
・

一
％
で
転
職
経
験
が
な
い
者
が
五
二
・
四
％

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
海
外
の
学
校
の

卒
業
者
の
う
ち
、
日
本
入
国
後
に
転
職
経
験

が
あ
る
者
は
三
二
人
（
一
〇
・
〇
％
）、
日

本
入
国
後
に
転
職
経
験
が
な
い
者
は
五
九
人

（
一
八
・
五
％
）
で
あ
る
。

　

日
本
の
大
学
・
大
学
院
を
卒
業
し
た
者
の

う
ち
、
転
職
経
験
が
あ
る
六
一
人
の
う
ち
、

直
前
職
が
日
本
企
業

だ
っ
た
の
は
一
四
・

一
％
、
外
資
系
企
業

だ
っ
た
の
は
二
・
二
％
。

日
本
入
国
後
に
転
職
経

験
が
あ
る
者
三
二
人
の

う
ち
、
直
前
職
が
日
本

企
業
で
あ
る
者
六
・

九
％
、
外
資
系
企
業
が

二
・
八
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

次
に
、
高
度
外
国
人

材
の
転
職
経
験
の
有
無

に
つ
い
て
、
回
帰
分
析

を
行
っ
た
。
被
説
明
変

数
は
転
職
経
験
の
有
無

（
転
職
経
験
あ
り
＝
一
）、

説
明
変
数
は
、
年
齢
、

性
別
ダ
ミ
ー
（
女
性
＝

一
）、
日
本
人
配
偶
者

ダ
ミ
ー
（
配
偶
者
が
日

本
人
＝
一
）、
日
本
滞

在
年
数
、
勤
務
先
企
業

の
従
業
員
規
模
ダ
ミ
ー
、

図表５　回答者の主な属性（N=334）

図表６　回答者の転職経験、現職

性 男性 64.7％、女性 34.7％

年齢 20 歳代 29.6％、30 歳代 45.2％、40 歳代 15.9％

出身国・地域 中国 53.3％、韓国 14.1％、欧州諸国 5.4％

最終学歴 大学 41.0％、修士課程 26.6％、博士課程 20.4％、※日本の学校 69.5％

日本滞在年数 5年以上～ 10 年未満 32.6％、10 ～ 15 年未満 24.3％、15 年以上 20 年未満 10.8％

未既婚（日本人配偶者） 日本人と結婚 18.6％、日本人以外と結婚 46.4％、未婚 34.1％

勤務先企業業種 製造業 37.4％、学術研究、専門技術サービス 10.8％、教育、学習支援 6.9％

勤務先企業従業員規模 1000-4999 人 24.9％、100-299 人 20.1％、500-999 人 17.4％、300-499 人 15.3％、
5000 人以上 10.2％

職位 一般社員 68.3％、係長・主任 8.7％、課長 6.6％、部長以上 3.9％

勤続年数 1年以上 3年未満 35.6％、5年以上 10 年未満 26.9％、3年以上 5年未満 19.2％

資料出所：個人調査に回答した者のうち、319 人について整理した。
注：（ ）内は、最初の数値が人数、比率は回答者全体（319 人）に占める比率。
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業
種
ダ
ミ
ー
で
あ
る
。
統
計
的
に
有
意
な
変

数
を
整
理
し
た
の
が
図
表
７
で
あ
る
。

　

年
齢
の
高
さ
、
日
本
滞
在
年
数
の
長
さ
は

転
職
経
験
あ
り
に
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
り
、

ま
た
、
配
偶
者
が
日
本
人
で
あ
る
場
合
は
そ

う
で
な
い
場
合
に
比
べ
て
転
職
経
験
に
プ
ラ

ス
の
効
果
を
持
つ
。
し
か
し
、
女
性
は
男
性

に
比
べ
て
転
職
経
験
に
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を

持
つ
。
勤
務
先
企
業
の
従
業
員
規
模
は
い
ず

れ
も
有
意
で
は
な
か
っ
た
が
、
業
種
で
は
、

「
製
造
業
」「
情
報
通
信
業
」「
宿
泊
業
・
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
」「
教
育
、
学
習
支
援
業
」「
医
療
、

福
祉
業
」
で
ベ
ー
ス
の
業
種
に
比
べ
て
転
職

経
験
に
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
る（
14
）。

（
２
）
将
来
は
ど
こ
へ

－

今
後
の
就
業
希
望

－

　

高
度
外
国
人
材
の
定
着
（
維
持
）
に
つ
い

て
は
富
士
通
総
研
前
掲
書
な
ど
で
も
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
企
業
が
高
度
外
国
人
材
を
活

用
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
彼
（
女
）
等
が
定

着
し
な
け
れ
ば
活
用
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
高
度
人
材
本
人
は
今
後
ど

の
よ
う
な
就
労
を
希
望
し
て
い
る
の
か
。
日

本
企
業
に
定
着
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
ど
れ

く
ら
い
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

将
来
の
働
き
方
の
希
望
を
た
ず
ね
た
結
果
、

「
現
在
の
会
社（
勤
め
先
）で
ず
っ
と
働
く
」

と
い
う
者
が
四
割
以
上
、「
現
在
の
会
社
（
勤

め
先
）
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
ず
っ
と
日
本

で
働
く
」
が
二
割
な
ど
、
あ
わ
せ
て
回
答
者

の
二
／
三
が
日
本
で
働
く
と
回
答（
図
表
８
）。

ま
た
、「
現
在
の
会
社
（
勤
め
先
）
で
ず
っ
と

働
く
」
と
い
う
者
に
ど
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア

を
希
望
す
る
か
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
高
度

な
技
能
・
技
術
を
活
か
す
専
門
人
材
」
が
一

／
三
、「
現
地
法
人
の
経
営
幹
部
」
が
一
／
四

等
と
回
答
し
て
い
る（
15
）。

　

こ
の
結
果
を
使
っ
て
、
将
来
ど
の
よ
う
な

働
き
方
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
、
多

項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
っ
た
。

被
説
明
変
数
は
、
将
来
の
働
き
方
の
希
望
で
、

説
明
変
数
に
は
年
齢
、
性
別
ダ
ミ
ー
（
女
性

＝
一
）、
日
本
人
配
偶
者
ダ
ミ
ー
（
配
偶
者

は
日
本
人
＝
一
）、
現
在
の
仕
事
満
足
度
、

転
職
経
験
（
転
職
経
験
有
り
＝
一
）、
現
在

の
職
位
（
ベ
ー
ス
は
一
般
社
員
）、
出
身
国

ダ
ミ
ー
と
し
て
中
国
ダ
ミ
ー
、
韓
国
ダ
ミ
ー

を
加
え
た
（
ベ
ー
ス
は
中
国
、
韓
国
以
外
の

国
出
身
）
で
あ
る
。

　

図
表
９
は
、
推
計
結
果
の
う
ち
、
符
号
と

有
意
確
率
だ
け
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
将
来
は

母
国
に
帰
っ
て
母

国
の
会
社
で
働
き

た
い
」（
以
下
、「
帰

国
」
と
記
述
）
に

注
目
す
る
。
年
齢

が
高
け
れ
ば
帰
国

に
プ
ラ
ス
の
効
果

を
持
ち
、
職
位
に

つ
い
て
は
、
部
長

以
上
ダ
ミ
ー
、
課

長
ク
ラ
ス
ダ
ミ
ー
、

係
長
ク
ラ
ス
ダ

ミ
ー
い
ず
れ
も
帰

国
に
プ
ラ
ス
の
効

果
を
持
つ
。
ま
た
、

出
身
国
・
地
域
に

関
し
て
は
、
中
国

出
身
で
あ
る
こ
と

は
、そ
の
他
の
国
・

地
域
出
身
に
比
べ

て
帰
国
に
プ
ラ
ス

の
効
果
を
も
っ
て

い
る
。
な
お
、
日

本
人
配
偶
者
ダ

ミ
ー
は
有
意
で
な

く
、
ま
た
、
現
職

満
足
度
は
有
意
と

は
な
っ
て
い
な
い
。

図表７　高度外国人材の転職経験の有無に関する回帰分析結果（二項ロジスティック回帰）

図表９　将来の希望についての多項ロジスティック回帰分析の結果

図表８　将来の働き方の希望 (N=334)

被説明変数（転職経験あり =1） 符号 有意確率

統
計
的
に
有
意
だ
っ
た
主
な
説
明
変
数

年齢 （＋） *
性別ダミー（女性 =1） （－） **

日本人配偶者ダミー（配偶者が日本人 =1） （＋） *
日本滞在年数 （＋） *
製造業ダミー （＋） *

情報通信業ダミー （＋） ***
宿泊業・飲食サービス業ダミー （＋） ***

教育、学習支援業ダミー （＋） *
医療、福祉ダミー （＋） ***

（勤務先企業が卸売・小売業をベース）
NL=319、-2 対数尤度 =289.838、Cox-SnellR2=0.243、 NagelkerkeR2=0.347

2.1 1.5
その他 欠損値日本や母国

以外の国で
働きたい
      9.0

将来は母国に帰
って母国の会社
で働きたい
　　9.9

将来は独立
開業したい

11.1
現在の会社
かどうかは不
明だが、ずっと
日本で働く  

21.9

現在の会社で
ずっと働く

44.6

ずっと日本で 母国の会社で 独立開業 日本・母国以外で その他

符号 有意
確率 符号 有意

確率 符号 有意
確率 符号 有意

確率 符号 有意
確率

年齢 (-) ** (+) *** (+) *** (-) ***
性別ダミー（女性 =1）

日本人配偶者ダミー
（配偶者日本人 =1）

現職満足度ダミー
（現職に満足 =1） (+) * (+) *** (+) ***

転職経験ダミー
（転職経験有り =1） (+) **

部長以上ダミー
（一般社員ベース） (+) *** (+) *** (+) ** (+) *** (+) **

　　課長クラスダミー (+) ** （+） *** （+） ** （+） ++

　　係長クラスダミー (+) ** (+) * (+) ***
中国出身ダミー (+) **
韓国出身ダミー

N=324、-2 対数尤度 =502.295 NagelkerkeR2=0.351、McFadden R2=0.138
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４　

残
さ
れ
た
課
題

　

以
上
、
体
系
的
で
は
な
い
が
、
高
度
外
国

人
材
を
対
象
と
し
た
企
業
・
個
人
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
一
部
を
紹
介
し
た
。
た
だ
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
限
界
も
あ
る
。
と
り
わ
け
外
国
人

高
度
人
材
個
人
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
内
で

働
い
て
い
る
高
度
外
国
人
材
に
限
ら
れ
て
い

る（
16
）。
日
本
学
生
支
援
機
構
の
調
査
で
留

学
生
の
進
路（
17
）
を
み
る
と
、
帰
国
す
る
留

学
生
が
か
な
り
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本

で
就
職
せ
ず
に
帰
国
し
た
（
あ
る
い
は
帰
国

し
よ
う
と
し
て
い
る
）
留
学
生
の
就
業
行
動

を
把
握
す
る
こ
と
は
、
高
度
外
国
人
材
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
企
業
、
働
き
方
が
魅
力

的
か
を
探
る
一
助
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
雇
用
政
策
研
究
会

（
二
〇
一
四
）
で
は
、
高
度
外
国
人
材
の
受

入
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、「
日
本
経
済
の
活
性
化
や
国
際
競
争

力
強
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
高
度
外
国
人
材

の
受
け
入
れ
及
び
定
着
を
支
援
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
就
労
環
境
、
生
活
面
な
ど
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
政
府
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」（
18
）（
中
略
）「
企
業
の

高
度
外
国
人
材
の
活
用
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
と
と
も
に
、外
国
人
留
学
生
の
就
職
・

定
着
支
援
に
つ
い
て
関
係
機
関
、
大
学
、
企

業
が
連
携
し
つ
つ
効
果
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」。

　

高
度
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
へ
の
対
応

（
法
制
度
、企
業
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
）

に
加
え
、
日
系
人
や
そ
の
子
弟
、
日
本
人
の

配
偶
者
等
の
外
国
人
材
が
成
長
分
野
で
も
活

用
さ
れ
る
よ
う
能
力
開
発
や
就
労
支
援
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
、「
全
員
参
加
の
社
会
」

を
作
り
上
げ
る
た
め
に
必
要
で
あ
ろ
う
。

［
注
］

１　

以
下
で
は
「
高
度
外
国
人
材
」
と
い
う
用
語
を
「
高

度
人
材
外
国
人
」「
高
度
人
材
の
外
国
人
」
な
ど
と
同
じ

意
味
で
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

２　

高
度
人
材
の
範
囲
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
株
式
会
社

富
士
通
総
研
（
二
〇
一
〇
）『
企
業
に
お
け
る
高
度
外
国

人
材
活
用
促
進
事
業
報
告
』
で
は
、
職
種
で
は
研
究
者
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
等
の
専
門
職
、
海
外
進
出
担
当
の
営
業
職
、

法
務
・
会
計
な
ど
の
専
門
職
、
経
営
に
関
わ
る
役
員
、

管
理
職
、
学
歴
で
は
大
卒
以
上
、
在
留
資
格
で
は
「
研

究
」、「
技
術
」、「
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
を
想
定
し
て

い
る
。
高
度
人
材
受
入
推
進
会
議
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

「
高
度
人
材
外
国
人
」
と
は
、「
国
内
の
資
本
・
労
働
と

は
補
完
関
係
に
あ
り
、
代
替
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
良

質
な
人
材
」
で
あ
り
、「
我
が
国
の
産
業
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
日
本
人
と
の
切
磋
琢

磨
を
通
じ
て
専
門
的
・
技
術
的
な
労
働
市
場
の
発
展
を

促
し
，
我
が
国
労
働
市
場
の
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
人
材
」
と
さ
れ
て
い
る
（http://w

w
w

.
im

m
i-m

oj.go.jp/new
im

m
iact_

三/system
/index.

htm
l

）。

３　

調
査
は
、
①
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
、
②
個
人
ア
ン
ケ
ー

ト
で
構
成
さ
れ
る
。
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、総
務
省「
平

成
二
一
年
経
済
セ
ン
サ
ス
」
の
産
業
、
規
模
の
分
布
を

も
と
に
、
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
企
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か

ら
抽
出
し
た
一
〇
九
一
五
社
（
在
日
外
資
系
企
業
を
含

む
）
を
対
象
に
、
二
〇
一
三
年
一
月
一
〇
日
～
一
月
二

九
日
の
期
間
に
実
施
し
、
一
三
三
八
通
の
回
答
を
得
た

（
回
収
率
一
二
・
三
％
）。
個
人
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
日

本
の
企
業
（
在
日
外
資
系
企
業
を
含
む
）
で
働
く
外
国

人
の
高
度
人
材
（
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
（
入
管

特
例
法
に
お
け
る
「
特
別
永
住
者
」
を
除
く
）
で
、
日

本
国
内
お
よ
び
海
外
の
大
学
・
大
学
院
以
上
の
最
終
学

歴
の
者
、
ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
実
績
を
あ
げ
て
い

る
外
国
人
、
在
留
資
格
「
教
授
」「
研
究
（
企
業
内
の
研

究
職
）」「
技
術
」「
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」「
投
資
・
経

営
」「
法
律
・
会
計
業
務
」「
企
業
内
転
勤
」
の
外
国
人
）

を
対
象
に
、
企
業
調
査
票
に
個
人
調
査
票
三
通
を
同
封
、

総
務
・
人
事
担
当
者
を
通
じ
て
、
高
度
外
国
人
材
に
配

布
、
回
答
者
本
人
か
ら
直
接
郵
送
で
回
収
し
た
（
回
収

数
三
五
一
通
）。
集
計
結
果
の
概
要
は
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調

査
シ
リ
ー
ズ
№
110
を
参
照
。

４　

富
士
通
総
研
前
掲
書
。

５　

塚
﨑
裕
子
（
二
〇
〇
八
）『
外
国
人
専
門
職
・
技
術
職

の
雇
用
問
題
』明
石
書
店
。
村
上
由
紀
子（
二
〇
一
〇
）

『
頭
脳
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
』
日
本
経
済
新
聞
出
版

社
。

６　

松
下
奈
美
子
（
二
〇
一
一
）「
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
来
日

し
て
働
く
外
国
人
Ｉ
Ｔ
技
術
者
」、安
里
和
晃
編
著
『
労

働
鎖
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
崩
壊
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
。

７　

留
学
生
の
就
職
に
関
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
（
二
〇
〇

八
）『
外
国
人
留
学
生
の
採
用
に
関
す
る
調
査
』
調
査
シ

リ
ー
ズ
№
42
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
（
二
〇
〇
九
）『
日
本
企
業

に
お
け
る
留
学
生
の
就
労
に
関
す
る
調
査
』
調
査
シ

リ
ー
ズ
№
57
、
守
屋
貴
司
編
著
（
二
〇
一
一
）『
日
本
の

外
国
人
留
学
生
・
労
働
者
と
雇
用
問
題
』
晃
洋
書
房
、 

守
屋
貴
司
（
二
〇
一
二
）「
日
本
企
業
の
留
学
生
な
ど
の

外
国
人
採
用
へ
の
一
考
察
」『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
№

623
、二
九
～
三
六
ペ
ー
ジ
、Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
（
二
〇
一
三
）

『
留
学
生
の
就
職
活
動
』
資
料
シ
リ
ー
ズ
№
113
等
を
参

照
。

８　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
二
〇
〇
七
）、International M

igration 
O

utlook, O
E

C
D

. P
art I

、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
二
〇
〇
九
）、

International M
igration O

utlook, O
E

C
D

. P
art 

II

、O
E

C
D

編
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
キ
ー
リ
ー
著
（
二
〇
一

〇
）『
よ
く
わ
か
る
国
際
移
民
』（
濱
田
久
美
子
訳
）
明
石

書
房
、
と
く
に
六
章
、 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
二
〇
一
二
）、

International M
igration O

utlook, O
E

C
D

, P
art 

III

を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

９　

紙
幅
の
都
合
上
、
結
果
は
省
略
す
る
が
、
過
去
三
年

の
高
度
外
国
人
材
の
採
用
人
数
を
被
説
明
変
数
と
し
て
、

回
帰
分
析
（
Ｏ
Ｌ
Ｓ
）
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
図
表

１
と
同
じ
外
国
人
雇
用
の
方
針
の
因
子
、
能
力
開
発
・

長
期
雇
用
の
因
子
、
海
外
売
上
高
、
外
資
比
率
な
ど
の

係
数
の
符
号
が
（
＋
）
で
有
意
で
あ
っ
た
。

10　

後
の
脚
注
を
参
照
。

11　

よ
く
知
ら
れ
た
よ
う
に
、
外
資
系
企
業
の
経
営
幹
部

は
親
会
社
か
ら
の
派
遣
の
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
数
値
だ
け
で
外
資
系
企
業
で
は
昇

進
の
天
井
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
あ
る
外
資
系
企
業

で
は
、
日
本
で
採
用
さ
れ
れ
ば
外
国
人
で
あ
ろ
う
と
日

本
人
で
あ
ろ
う
と
ロ
ー
カ
ル
・
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
用

す
る
と
述
べ
て
い
る
。

12　

調
査
票
は
日
本
語
版
と
英
語
版
の
二
種
類
作
成
し
た
。

調
査
票
の
配
布
方
法
か
ら
想
像
が
つ
く
よ
う
に
、「
頼
み

や
す
い
人
」
に
配
布
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

若
い
人
中
心
の
調
査
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
忙

し
い
中
、調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
三
三
四
人
の
方
々

に
対
し
て
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

13　

塚
﨑
前
掲
書
で
は
、
日
本
で
就
労
す
る
高
度
外
国
人

材
は
、
留
学
生
、
配
偶
者
が
日
本
人
、
学
生
時
代
に
外

国
語
で
日
本
語
を
学
ん
だ
者
な
ど
、
何
ら
か
の
形
で
日

本
と
関
わ
り
の
あ
る
者
が
多
く
、
ま
た
、
い
っ
た
ん
日

本
で
就
労
す
る
と
他
で
就
労
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る

と
い
い
、
こ
う
し
た
状
態
を
“Japanese T

rap

”
と

呼
ん
で
い
る
。
一
四
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

14　

前
職
の
満
足
度
な
ど
も
転
職
経
験
に
何
ら
か
の
効
果

を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
デ
ー
タ

を
採
っ
て
い
な
い
。

15　

も
し
将
来
も
こ
の
ま
ま
現
在
の
勤
め
先
に
留
ま
る
と

し
て
、
ど
こ
ま
で
昇
進
で
き
る
と
思
う
か
た
ず
ね
た
と

こ
ろ
、「
部
長
ク
ラ
ス
以
上
」
が
二
七
・
五
％
、「
課
長
ク

ラ
ス
」
が
二
二
・
二
％
、「
係
長
・
主
任
ク
ラ
ス
」
が
一

七
・
四
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
企
業
調
査
デ
ー
タ
と

個
人
調
査
デ
ー
タ
か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
デ
ー
タ
を
作
成
し
、

ク
ロ
ス
集
計
す
る
と
、
現
在
の
外
国
人
社
員
の
最
高
位

の
職
位
か
、
そ
れ
以
上
に
昇
進
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

16　

塚
﨑
前
掲
書
、
二
一
ペ
ー
ジ
の
記
述
に
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
高
度
外
国
人
材
の
就
業
行
動
を
検
討
す
る
た

め
に
は
、
日
本
に
あ
る
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
高
度

外
国
人
材
を
対
象
と
し
て
調
査
を
行
っ
て
も
、
そ
こ
に

は
限
界
が
あ
る
。
な
お
、
村
上
由
紀
子
前
掲
書
は
高
度

人
材
の
中
か
ら
研
究
者
と
技
術
者
に
焦
点
を
絞
り
、
海

外
の
研
究
機
関
に
対
す
る
調
査
も
実
施
し
て
い
る
。

17　

日
本
学
生
支
援
機
構
平
成
二
四
年
度
外
国
人
留
学
生

進
路
状
況
・
学
位
授
与
状
況
調
査
結
果
を
参
照（http://

w
w

w
.jasso.go.jp/statistics/intl_student/d_

ichiran.htm
l

）。

18　

雇
用
政
策
研
究
会
（
二
〇
一
四
）『
雇
用
政
策
研
究
会

報
告
書
』、
二
九
ペ
ー
ジ
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

渡
邊
博
顕
（
わ
た
な
べ
・
ひ
ろ
あ
き
）

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副
統
括
研
究
員

　

主
な
業
績
と
研
究
成
果
に
『
地
域
雇
用
創

出
の
新
潮
流
―
統
計
分
析
と
実
態
調
査
か
ら

見
え
て
く
る
地
域
の
実
態
』（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
シ
リ
ー
ズ
№
１
、
共
著
、

二
〇
〇
七
年
）、『
地
域
雇
用
創
出
の
現
状
に

関
す
る
研
究
』（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
労
働
政
策
研
究

報
告
書
№
65
、
共
著
、
二
〇
〇
六
年
）、『
外

国
人
労
働
者
問
題
の
現
状
把
握
と
今
後
の
対

応
に
関
す
る
研
究
』（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
労
働
政
策

研
究
報
告
書
№
14
、
共
著
、
二
〇
〇
四
年
）、

『
非
正
規
就
労
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
・
就

業
に
関
す
る
事
例
』（JILP
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、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。


